果樹園芸学研究室 by 岩崎,直人
明治大学農学部研究報告 第132号(2003)35～36
研究室紹介
果樹園芸学研究室
LaboratoryofPomelogy
果樹は永年性の樹木作物であ り,一度定植すると同一の樹体を長い場合は20年 から30年の
間利用 して果実の生産を行ないます。当研究室ではこれら各種果樹における高品質果実の安定生
産を目的として,樹体の生産性および生育に及ぼす環境の影響を品種生態学的に解析 し,適地的
作に有用な基礎資料を得ることを目的とした研究を行っています。
落葉果樹は温帯気候条件下においては一般的な果樹ですが,連年安定 した果実生産を行 うため
には,冬季に一定の低温条件に遭遇する必要があります。この条件を満たさない地域で栽培した
場合には,冬季の休眠芽の休眠打破が十分に行われず,春季の芽の萌芽が不揃,あ るいは萌芽率
が低下 し果実生産が不良となることがあります。落葉果樹には多くの種が含まれていますが,こ
の低温の条件が種 ・品種によって異なることが知られています。また,休眠打破に有効な低温は
15℃以下の温度で且つ低温の程度によって効果も異なることも知 られています。このような低温
の効果を種および品種ごとに評価する方法を確立することによって,栽培適地を判定することが
可能となります。また,休眠打破の機構を明らかにすることにより,不適な環境下における人為
的な休眠打破も可能となると考えられ,落葉果樹の栽培可能な地域が熱帯地域も含め拡大するこ
とになるで しょう。
果実を生産するためには,花 が咲くことが第一条件です。果樹に係わらず植物の花芽分化の機
構は,現在も明らかにされてはいません。 しかしながら,一定の低温や乾燥などの環境条件によ
り花芽分化が促進 されることは,カ ンキツ類を含む多くの果樹において知られています。また,
複数の植物ホルモンが関与していることも示唆されています。花芽分化から開花までを人為的に
調節することが可能になれば,果実の生産を今以上に人為的にコン トロールすることが可能とな
り,不適な環境下における果実生産も可能となるだけでなく,様々な作型を組み合わせることに
よって周年生産も可能になることで しょう。また,キンカンやレモンの様に四季咲 き性を有する
果樹では開花期間が数ヶ月におよび,それぞれの花に着果 した場合には果実の成熟時期が異なっ
て,収穫作業が煩雑になります。このような果樹の場合は開花時期を一時期に集中させることに
よって,その後の管理や収穫作業の簡略化を進めることができます。
近年,地球的規模の環境変動,特に二酸化炭素濃度の上昇に伴 う温暖化が危惧されていますが,
これは果樹に限らず全ての作物における持続的な生産に影響すると考えられており,将来の食料
の供給 さえも危惧されています。これ らの環境変動が果樹の生産性に及ぼす影響を最小限度にと
どめるには,上記の二つの課題は重要なものとなると考えています。
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さらに果実の品質や安全性は,消 費者に とっては重要な選択基準の一つになっています。 よ り
品質の良い,安 全 な果実を効率良 く生産する技術は,生 産者のみでなく消費者に とって も重要 な
技術 となってきて います。 したがって,果 樹の 「栽培適地」は生産性のみから決定 され るのでは
な く,生 産 され る果実の 「品質」や 「安全性」 も含 めて決定 され る必要がある と考 えられ ます。
このよ うに将来の食料生産の一部 として重要な果樹の生産性を,生 産者の立場か らだけでな く消
費者 の立場 もふまえて考 え,生 産効率を高める研究を行 っていきたい と考 えています。
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